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香春町の紹介

人口：約１２，０００人
面積：約４４．５６㎢



香春町の紹介



既存の地図システム
• 固定資産地図システム

• 道路台帳システム

• 農家台帳システム

• 法定外公共物システム

• 水道管路図システム

• 国土調査支援システム

• その他紙ベースの地図等

• 統合（経費削減）はできないか
• 庁内共有できないか
• 障害に迅速に対応できないか
• 機器を削減できないか

北九州地区電子自治体推進協議会（KRIPP）から

共同GISの取組について説明を受け、

香春町も参画することに決定しました。



体制・取組

• 体制（情報システム部門２名）
全体で取り組むよりもまずは、システム部門が使い

こなして、全体に普及させる方がよいと判断しました。

• 共有環境構築・システム移行を検討

ArcMapに移行できる地図システムを調査

共有環境に公開する情報を主管課と協議

• 既存システム保守業者と協議

業者が管理しているデータの提供依頼を行う。あくまで

町の情報ということを強調して無償対応（保守契約）を

お願いしました。拒否された業者はいません。



庁内共有

・共同GISで調達したゼンリン地図（全庁共有）

・地番図（全庁共有）

・航空写真（全庁共有）

・管内図：ラスタデータ（全庁共有）

既存のイントラネットサーバーを利用して共有環境を構築

住所のジオコード作成

町では住居表示の管理ができていないためどのように
作成するか？

住民基本台帳と地番図データを突合（70％程度一致）

残りの30％は地番図、ゼンリンを使い机上で全てチェック

町の情報を机上で整理するだけでは100％突合は困難

今現在、９５％程度の突合を完了し基礎情報として活用

ESRI社のサポートで構築

ジオコードで何ができる？

氏名、住所を地図上のポイントデータにしているので、

検索することで瞬時に地図上に表現することができる。

また、その他の範囲のポリゴンデータ（行政区など）と併用

すると範囲内の件数や統計などに利用することもできる。



既存システムの移行

• 道路台帳 保守業者からシェイプデータで提供

ゼンリン地図、地番図、航空写真、道路台帳からなる
地図システムを原課に展開し運用開始

• 固定資産 保守業者からシェイプデータで提供

技術的な問題は調整済みで平成２７年１月に最新の
地番図で移行を予定

○情報の維持管理は引き続き保守業者と契約するため、業
者の抵抗も少なく協力的。

○データ提供に切り替えて契約額の減額に成功。

○本町のやり方でも経費削減は十分に可能。

• 農家台帳 地図はイントラの共有環境を利用して
台帳機能のみのシステムに変更



新たな取組み
• 既存の紙ベースの台帳を整理

消火栓、防火水槽の位置図
警戒区域内の居住者の把握

避難所・投票所・公民館等位置図
福祉バスルート図

町内行政区図

• 今後求められる案件に対応できる可能性あり
要支援者管理台帳（高齢者支援）

地方公会計（H２７．１要請予定：総務省）

• ストリートマップの作成・活用検討

国勢調査での活用

北九州地区における共同GIS負担金のみで実施。

各コンテンツは扱う情報が電子化できていれば簡単に作
成することができます。

地図についても既に持っているデータを業者から提供して
もらっているため、負担はありません。国土地理院のデー

タも利用できます。

今後求められる案件に対しては基本的には経費なしでも
実現できる。

情報を可視化できるので状況分析に最適。



環境概要図

ArcMap

G-mottyから公開
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利用しています



各主題図の画面 警戒区域の住民情報

このコンテンツにより約１２００人の住民が危険区域に居
住していることを把握することができました。

住居表示のジオコード化ができれば簡単に作成できます。

要支援者と連携することで、更に絞り込んだ防災対策を
行うことができる。



各主題図の画面 全世帯



各主題図の画面 道路台帳

①格納するデータベースを作成

②業者から提出されたシェイプデータを取込む

③座標の変換

④業者から提出されたエクセルデータを取込む

⑤エクセルデータとシェイプデータを路線番号で結合



各主題図の画面 公有地



各主題図の画面 地目別



各主題図の画面 選挙の投票率

投票の電子化ができていれば、住基と連携して

容易に作成できます。

数値情報から視覚的効果を得ることができる。

アイデア次第でいろいろなものが作成できます。



町内共有

ゼンリン、地番図、航空写真、土石流・急傾斜地危
険区域、消火栓・防火水槽などを共有。

ArcMapで作成したものは共有可能。

ArcGIS for Server ・ ArcGIS Viewer for Flexを利用

職員には好評です。



インターネット公開ストリートマップ



登山用のコンテンツ作成



分からないときは・・・

• 北九州市さん・直方市さんに聞いてしまう

• ESRIさんに電話・メールで質問する

• Onlineサポートの利用



共同GISのメリット その１
• G-Motty（地域ポータル）の住民公開環境

• 測量会社等の業務用地図ソフトとの違い

• 既にある電子データの新たな活用

市町村域を超えた情報提供スペース

導入費・維持費を必要としない

既存の機器や環境を活用できる

障害に職員で対応できる

CSV、エクセル、ACCESS等の情報を利用可能

• 汎用性の高い地図コンテンツ作成

予算を考えないで多様な取組を行える



共同GISのメリット その２
• 基本的には職員が地図を管理・作成するた
め、地図ソフトを使いこなせる知識が必要

決して難しい訳ではありませんが不安

共同で行うと・・・

• 共同参加団体の状況を参考にできる

• 先進地の自治体からの助言・サポート

• 職員が異動しても技術面での連携が可能

• 他市町村のアイデアやコンテンツの共有

共同で行うことのメリットが大きいですが

単独でも本町と同じようなことは十分に可能です。

香春町では特別なことをやったという感覚は

全くありません。どの団体でもやる気があれば

本町以上の利活用も十分に可能です。



今後の課題
• 庁舎内への普及と教育（マニュアル整備）

• モバイル端末の活用

• 連携する情報の維持・管理の簡素化

• 投資効果の検証

• 自治体間連携（登山マップなど）

• 現在の環境を最大限活かしたシステム構築

• 法定外公共物管理・水道管路図の移行検証

• 共同GISの連携強化（スキルアップ）

• 既存コンテンツの移行（空き家・空地バンク等）



ご清聴、ありがとうございました


